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地域支援・地域連携

主な行事等
・避難訓練（年２回）　　　・夏祭り　　　　・クリスマス忘年会　　　　・ハロウィン　　　　・豆まき
・保護者交流会（授業参観）・スポフェス

・定期的な心身の把握（毎日の観察、保護者との定期的な面談や相談）をしていく。
・準備や片付けなど生活における必要なスキルを視覚支援や声掛けによって支援していく。

・運動療育としてSAQトレーニングを行っていく。（ラダー、ハードル、マットを使ったサーキットトレーニング）
・集団遊びを通して体を動かす機会を作っていく。

・なぞり絵を通じて、目で正しく認識して、手で自分が思ったように描くスキルを支援していく。
・視覚トレーニングを通じて、生活あるいは運動や学習に必要な資格認知機能を高める支援をしていく。
・視写を通じて、視覚的ワーキングメモリの向上や脳の処理速度のアップを目指して支援をしていく。
・聞き取りを通じて、聴覚のワーキングメモリの向上や脳の処理速度のアップを目指して支援をしていく。

・音読を通じて、正しく発音したり、周りの子と合わせて読んだりすることで言語・コミュニケーション能力を向上する支援をしていく。
・自由時間や行事を通して、スタッフや友達とのかかわり方、声のかけ方、言葉の使い方などを支援していく。

・カルタを通じて、勝ち負けを受けいれたり、相手の気持ちを考えたりする機会を設け、相手を思いやる気持ちを育んでいく。
・集団療育の中で、ルールを守ったり、指示を聞いたりと社会生活で必要なスキルを向上する支援をしていく。
・スタッフや友達との関わりの中で、周りを見て行動ができるように都度声をかけたり、相手の思いを伝えたりして支援していく。

家族支援
・いつでも教室の様子を見学できるようにします。
・モニタリング時に普段の様子を動画で見ながらお伝えします。
・いつでも相談できる環境を整えます。

・必要に応じて他事業所と情報共有をするなど連携を図ります。
・地域の高齢者施設と一緒にイベントを行います。（年数回）

移行支援

職員の質の向上

・必要に応じて、学校でのお子様の様子を見学
　したり、学校の先生や移行先の事業所とお子
　様の様子ついて情報共有したりします。

・月に１回職員会議を行い、児童への理解を深
　めたり、新しい支援方法を学んだりします。
・社外研修や他事業所との研修に参加します。

営業日

本
人
支
援

支援内容

平日 9：30～18：30

学校休校日 8：30～17：30

平日 14：00～17：30

送迎実施の有無

月～金
お盆休み、年末年始休みあり

サービス提供時間
学校休校日 10：00～16：00

営業時間 あり

放課後等デイサービス

　　　　　　　　　　　　支援プログラム表

作成日：2024年9月2日（月）

（法人理念）　　進化成長を怠らず、お客様の満足を創造する
（事業所理念）　子供たちの安心できる居場所づくり

法人理念

支援方針
・運動学習プログラムを通じて、運動能力や学習スキル（集中力、理解力）などの向上を目指して支援していく。
・集団療育を通じて、ルールを理解する、人とのかかわり方、テンションコントロールなど社会生活で必要なことを支援していく
・自由時間や行事を通して子どもたちが楽しいと思える空間を作っていく。


